
（4） 2013.　3.　11凡例　対対象　日日時　場会場　内内容　講講師　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ

日
３
月
　
日（
月
） ～
 　
日（
土
）

８

３

不
法
投
棄
防
止
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

問
 ３
  Ｒ
 推
進
課

さ
ん
 
ア
ー
ル

辺辺
７
９
７
・
７
１
１
１

 就
職
、
退
職
な
ど
に
伴
う

国
民
年
金
の
手
続
き

　
国
民
年
金
は
、
就
職
、
退
職
な

ど
で
所
定
の
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
会
社
等
に
就
職
し
た
時
】

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
方
が
、

国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
は
原

則
、
不
要
で
す
。
共
済
組
合
に
加

入
し
た
方
は
、
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
年
金
手
帳
と
勤
務
先

か
ら
受
け
取
っ
た
保
険
証
を
お
持

ち
下
さ
い
。

【
会
社
等
を
退
職
し
た
時
】

　
退
職
し
た
方
は
、
退
職
日
の
翌

日
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
年
金
手
帳
と
離

職
票
な
ど
退
職
日
の
分
か
る
書
類

を
お
持
ち
下
さ
い
。

【
被
扶
養
配
偶
者
の
手
続
き
】

　
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

は
、
扶
養
し
て
い
る
方
が
国
民
年

金
に
加
入
中
の
場
合
を
除
き
、
次

の
場
合
に
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。　
①
扶
養
し
て
い

る
方
が
退
職
し
た
時
②
扶
養
し
て

い
る
方
が
　
歳
以
上
、
か
つ
、
老

６５

齢
に
よ
り
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
が
　
歳
未
満

６０

の
時
③
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
が
健

康
保
険
法
上
の
扶
養
と
な
ら
な
く

な
っ
た
時

※
毎
年
４
月
は
窓
口
が
混
雑
し
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
６

０
７
８

成
人
健
康
診
査
受
診
券
の

発
送
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　
２
０
１
３
年
度
か
ら
、
成
人
健

康
診
査
受
診
券
の
発
送
時
期
及
び

受
診
期
間
が
左
表
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

３
０
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
５

１
５
４
、
生
活
保
護
受
給
中
の
方

＝
健
康
課
辺辺
７
２
５
・
５
１
７
８

返
７
２
５
・
５
１
９
８

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
送
り
し
ま
す

　
　
歳
～
　
歳
の
国
民
健
康
保
険

７０

７４

加
入
者
の
方
が
、
現
在
お
持
ち
に

な
っ
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
、

２
０
１
３
年
３
月
　
日
で
す
。

３１

　
４
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ

く
新
し
い
受
給
者
証
を
、
３
月
中

に
お
手
元
に
届
く
よ
う
、
世
帯
主

の
方
宛
に
普
通
郵
便
で
お
送
り
し

ま
す
。　
　
　

　
な
お
、
年
度
の
切
り
替
え
が
８

月
１
日
の
た
め
、
今
回
お
送
り
す

る
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月

　
日
で
す
（
途
中
で
　
歳
に
な
る

３１

７５

方
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）。
８

月
１
日
か
ら
の
受
給
者
証
は
７
月

中
に
お
送
り
し
ま
す
。
負
担
割
合

の
見
直
し
は
年
度
の
切
り
替
え
時

に
行
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
更
新

で
は
負
担
割
合
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
保
険
年
金
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
４
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
５

１
５
４

鯉
の
ぼ
り
の

寄
付
に
ご
協
力
下
さ
い

　
町
田
ぼ
た
ん
園
で
は
、
毎
年
鯉

の
ぼ
り
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

展
示
で
き
る
鯉
の
ぼ
り
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
鯉
の

ぼ
り
の
寄
付
に
ご
協
力
下
さ
い
。

問
公
園
緑
地
課
辺辺
７
２
４
・
４
３

９
９
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
６

２
６
９

申
請
は
お
済
み
で
す
か

専
修
学
校
等
在
学
 

心
身
障
が
い
者
奨
学
金

　
市
で
は
、
専
修
学
校
ま
た
は
各

種
学
校
に
在
学
し
て
い
る
心
身
に

障
が
い
の
あ
る
方
で
、
技
術
の
修

得
に
努
め
て
い
る
方
に
対
し
て
、

奨
学
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
に
は
所
定
の
申
請
書
と
添

付
書
類
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
子

育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

対
市
内
在
住
で
、
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
　
①
専
修
学
校
等

に
在
学
し
、
職
業
の
た
め
の
技
術

を
修
得
す
る
②
障
が
い
の
程
度
が

４
級
以
上
で
あ
る

支
給
額
月
額
１
万
円

※
申
請
の
締
め
切
り
は
各
月
末
日

で
す
。

問
子
育
て
支
援
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
３
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

９
４
５
９

春
号
を
発
行
し
ま
し
た

地
域
情
報
誌「
ま
ち
び
と
」

 　
特
集
は
、「
知
識
を
も
っ
て
地

域
に
出
よ
う
外
町
田
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
１
周
年
」
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
地
域
で
活
躍
す
る
消
防
団

や
、
広
く
参
加
者
を
募
っ
て
行
う

落
書
き
消
し
の
活
動
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
団
体
お

勧
め
の
春
の
お
花
見
コ
ー
ス
を
ご

案
内
し
ま
す
。

※
「
ま
ち
び
と
」
は
、
希
望
す
る

町
内
会
・
自
治
会
を
通
し
て
の
戸

別
配
布
や
回
覧
を
中
心
に
、
公
共

施
設
の
窓
口
、
待
合
室
の
あ
る
郵

便
局
・
農
協
・
病
院
・
美
容
院
等

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
辺辺
７
２
４
・

４
３
６
２
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
５
１
７

５
月
　
日
（
水
）

１５

午
後
１
時
開
演

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

催しのご案内

休
館
は
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
時
は
開
館
）

　

町
田
市
民
ホ
ー
ル　

７
２
８
・
４
３
０
０

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

町
田
市

文
化
施
設

問

場
町
田
市
文
化
施
設
和
光
大
学
ポ

プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

定
３
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

出
演
山
田
麻
実
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

別
府
由
佳
（
ピ
ア
ノ
）

曲
目
フ
ラ
ン
ク
／
バ
イ
オ
リ
ン
ソ

ナ
タ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
／
ロ
マ
ン

ス
第
２
番
　
他

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
３
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１９

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

第
２
回

第
２
回水

曜
午
後
の
音
楽
会

水
曜
午
後
の
音
楽
会

水
曜
午
後
の
音
楽
会

水
曜
午
後
の
音
楽
会

若
き
演
奏
家
に
よ
る

若
き
演
奏
家
に
よ
る

若
き
演
奏
家
に
よ
る

６
月
８
日
（
土
）

午
後
２
時
　
分
開
演

３０

３
５
０
０
円

　
　
　（
全
席
指
定
）

場
町
田
市
文
化
施
設
和
光
大
学
ポ

プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
３
月
　
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１３

民
ホ
ー
ル
へ
。
保
育
希
望
者
（
有

料
、
６
か
月
以
上
の
未
就
学
児
、

申
し
込
み
順
）
は
併
せ
て
申
し
込

み
を
。

杉
田
二
郎
＆
因
幡
晃

フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ
２
０
１
３

フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ
２
０
１
３

フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ
２
０
１
３

６
月
　
日
（
金
）

１４

午
後
６
時
　
分
開
演

３０

３
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

場
町
田
市
文
化
施
設
和
光
大
学
ポ

プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
３
月
　
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１５

民
ホ
ー
ル
へ
。
保
育
希
望
者
（
有

料
、
６
か
月
以
上
の
未
就
学
児
、

申
し
込
み
順
）
は
併
せ
て
申
し
込

み
を
。

木
嶋
真
優

江
口
玲

デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

町
田
市
立
博
物
館
企
画
展

「
忠
生
遺
跡-

町
田
市
内

最
大
遺
跡
の
発
掘
と
成
果-

」展

「
忠
生
遺
跡-

町
田
市
内

最
大
遺
跡
の
発
掘
と
成
果-

」展

「
忠
生
遺
跡-

町
田
市
内

最
大
遺
跡
の
発
掘
と
成
果-

」展

「
忠
生
遺
跡-

町
田
市
内

最
大
遺
跡
の
発
掘
と
成
果-

」展

会
期
３
月
　
日
（
土
）
～
５
月
　

１６

１９

日
（
日
）

休
館
日
月
曜
日
（
４
月
　
日
、
５

２９

月
６
日
は
開
館
し
翌
日
休
館
）

観
覧
時
間
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
分
３０観

覧
料
１
０
０
円
（
中
学
生
以
下

無
料
、
障
が
い
者
　
円
）

５０

　
催
し
へ
の
参
加
は
観
覧
料
が
必

要
で
す
。
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。

【
講
演
会
「
忠
生
遺
跡
の
全
貌
」】

日
３
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１７

３
時
　
分
３０

場
同
館
２
階
講
堂
（
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
無
し
）

定
　
人
（
先
着
順
）

６０
【
講
演
会
「
忠
生
遺
跡
の
横
穴

墓
」】

日
３
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

２４

３
時
　
分
３０

場
同
館
２
階
講
堂
（
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
無
し
）

講
立
正
大
学
教
授
・
池
上
悟
氏
 

定
　
人
（
先
着
順
）

６０
【
講
演
会
「
縄
文
人
の
石
神
～
大

形
石
棒
の
意
味
を
読
み
解
く
」】

日
５
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１２

３
時
　
分
３０

場
同
館
２
階
講
堂
（
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
無
し
）

講
 國
  學
  院
  大
  學
 教
授
・
谷
口
康
浩

こ
く
 が
く
 い
ん
 だ
い
 が
く

氏
 

定
　
人
（
先
着
順
）

６０
【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
（
展
示
解

説
）】

日
４
月
　
日
（
日
）、
５
月
４
日

１４

（
祝
）、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
３

時場
同
館
１
階
展
示
室

定
　
人
（
先
着
順
）

２０

◇

問
同
館
辺辺
７
２
６
・
１
５
３
１
返

７
２
３
・
３
４
０
６

　
市
内
最
大
の
遺
跡
で
あ
る
忠
生
遺
跡
の
発
掘
は
、　
年
の
歳
月
を
か
け

２５

て
行
わ
れ
、
２
０
１
１
年
に
完
了
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
旧
石
器
・

縄
文
・
古
墳
・
平
安
・
室
町
・
江
戸
の
各
時
代
に
わ
た
る
遺
跡
が
高
密
度

に
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
市
指
定
有
形
文
化
財
の
大
形
石
棒
や
縄
文
時
代
の
 住
  居
  址
 

じ
ゅ
う
 き
ょ
 
し

の
原
寸
大
レ
プ
リ
カ
な
ど
約
２
２
０
件
を
展
示
し
、
忠
生
遺
跡
の
 全
  貌
 を

ぜ
ん
 ぼ
う

紹
介
し
ま
す
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

臨
時
休
館
し
ま
す

　
３
月
　
日
（
金
）、　
日
（
土
）

２９

３０

は
、
館
内
整
備
の
た
め
休
館
し

ま
す
。

問
同
ク
ラ
ブ
辺辺
７
３
９
・
６
７

９
１
返
７
３
９
・
６
７
９
２

江口玲（ピアノ）

木嶋真優
（バイオリン）

４０歳～７４歳の方・７６歳以上の方
受診期間発　送誕生月

５月下旬～２０１４年１月末５月下旬４～９月
６月下旬～２０１４年２月末６月下旬１０～３月

２０１３年度内に７５歳になる方
受診期間発　送誕生月

５月下旬～２０１４
年１月末５月下旬昭和１３年４・７・８・９月、

昭和１４年２・３月
６月下旬～２０１４
年２月末６月下旬昭和１３年５･６・１０・１１・１２

月、昭和１４年１月

C須藤敬C須藤敬一一

C堀田力C堀田力丸丸

関
連
催
事

土
偶
（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

縄
文
時
代
中
期

町
田
市
教
育
委
員
会
蔵

深
鉢
形
土
器（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

縄
文
時
代
中
期

町
田
市
教
育
委
員
会
蔵

因
幡
晃

杉
田
二
郎

2013.　3.　11 （5）町田市イベントダイヤ町田市イベントダイヤルル　辺辺０４２・７２４・５６５６（電話受付時間＝午前７時～午後１１時）番号間違いにご注意下さい

日
３
月
　
日（
月
） ～
 　
日（
土
）

１

２

不
法
投
棄
防
止
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

問
 ３
  Ｒ
 推
進
課
返
７
９
７
・
５
３
２
５

 消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

若
者
の
ト
ラ
ブ
ル

１

１

０

番

　
若
者
に
対
す
る
悪
質
商
法
被
害

防
止
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環

と
し
て
、
来
所
相
談
と
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
３
月
　
日
（
水
）、　
日
（
木
）、

１３

１４

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
４
時

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
午
前

中
の
来
所
相
談
受
け
付
け
は
　
時
１１

　
分
ま
で
で
す
。

３０電
話
相
談
辺辺
７
２
２
・
０
０
０
１

問
同
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
２
５
・
８
８

０
５
返
７
２
２
・
４
２
６
３

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

団
体
登
録
・
更
新
手
続
き

　
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
男
女
平
等
に
関
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を

援
助
す
る
た
め
に
、
団
体
登
録
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
受
付

時
間
＝
祝
休
日
を
除
く
月
～
金
曜

日
の
午
前
８
時
　
分
～
正
午
、
午

３０

後
１
時
～
５
時
）。

　
登
録
・
更
新
の
要
件
は
、
男
女

平
等
推
進
を
活
動
目
的
と
し
て
い

る
、
同
セ
ン
タ
ー
事
業
に
協
力
で

き
る
等
で
す
。

※
既
に
登
録
し
て
い
る
団
体
も
、

毎
年
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

（
代
表
者
に
必
要
書
類
を
送
付
）。

場
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー（
町

田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階
）

問
同
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
２
３
・
２
９

０
８
返
７
２
３
・
２
９
４
６

町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

入
居
者
募
集
セ
ミ
ナ
ー

　
創
業
者
・
地
域
企
業
へ
の
支
援

施
設
「
町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ

ー
」
の
入
居
者
募
集
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
す
。

日
３
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
　

２２

３０

分
～
４
時

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

内
記
念
講
演
（
講
師
＝
キ
モ
ノ
ワ

ー
ル
ド
ラ
イ
フ
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
・
齋
藤
優
見
氏
）、
施

設
案
内
、
個
別
相
談

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
申
電
話
で
町
田
新
産
業
創
造
セ
ン

タ
ー（
辺辺
８
５
０
・
８
５
２
５
）

へ
。

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

６
１
５

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

　
今
回
は
、
中
央
図
書
館
に
加

え
、
木
曽
山
崎
図
書
館
で
も
開
催

し
ま
す
。
図
書
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
共
催
に
よ
る
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、一
緒
に
楽
し
め

る
催
し
で
す
。

※
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

３３
月月
　
日
（
木

日
（
木
））

２８２８

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

【
お
は
な
し
会
】

時
間
午
前
　
時
　
分
か
ら
、
午
前

１０

３０

　
時
　
分
か
ら

１１

１５

【
読
み
聞
か
せ
他
】

時
間
午
後
１
時
　
分
か
ら
　

３０

【
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
】

　
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
子
ど
も
と

絵
本
を
結
び
つ
け
ま
す
。

時
間
午
後
２
時
か
ら

講
明
治
学
院
大
学
教
授
・
岩
辺
泰

史
氏
　

中
央
図
書
館
４
階
お
は
な
し
の
へ

や【乳
幼
児
向
け
お
は
な
し
会
】

時
間
午
後
１
時
　
分
か
ら
、
午
後

３０

２
時
　
分
か
ら

３０

木
曽
山
崎
図
書
館

【
乳
幼
児
向
け
お
は
な
し
会
】

時
間
午
前
　
時
か
ら

１１

【
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
】

時
間
午
後
３
時
か
ら

３３
月月
　
日
（
金

日
（
金
））

２９２９

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

【
み
ん
な
で
楽
し
む
わ
ら
べ
う
た

あ
そ
び
】

　
柚
山
明
子
さ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

を
楽
し
み
ま
す
。

時
間
午
前
　
時
か
ら

１１

【
図
書
館
映
画
会
「
Ｅ
Ｔ
」】

時
間
午
後
２
時
か
ら

中
央
図
書
館
４
階
お
は
な
し
の
へ

や【お
は
な
し
会
】

時
間
午
後
１
時
　
分
か
ら
、
午
後

３０

２
時
　
分
か
ら

３０

木
曽
山
崎
図
書
館

【
お
は
な
し
会
】

時
間
午
後
２
時
か
ら
（
乳
幼
児
向

け
）、
午
後
３
時
か
ら

３３
月月
　
日
（
土

日
（
土
））

３０３０

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

【
絵
本
と
演
劇
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
】

時
間
午
前
　
時
　
分
か
ら
（
受
け

１０

２０

付
け
は
午
前
　
時
か
ら
）

１０

定
　
人
程
度
（
先
着
順
）

１５
【
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
】

時
間
午
後
１
時
　
分
か
ら

３０

中
央
図
書
館
４
階
お
は
な
し
の
へ

や【お
は
な
し
会
】

時
間
午
前
　
時
か
ら
（
乳
幼
児
向

１１

け
）、
午
前
　
時
　
分
か
ら

１１

４０

【
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
】

時
間
午
後
１
時
　
分
か
ら
、
午
後

３０

２
時
　
分
か
ら

３０３３
月月
　
日
（
日

日
（
日
））

３１３１

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

【
講
演
会
～
赤
ち
ゃ
ん
は
こ
と
ば

を
た
べ
る
】

　
赤
ち
ゃ
ん
の
好
き
な
絵
本
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

時
間
午
前
　
時
　
分
か
ら

１０

３０

講
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
研
究
会
代
表
・

後
路
好
章
氏

【
中
高
生
に
よ
る
お
は
な
し
会
】

時
間
午
後
２
時
か
ら

中
央
図
書
館
６
階
中
集
会
室

【
朗
読
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

時
間
午
後
２
時
　
分
か
ら

３０

第２回まちだとしょかん子どもまつり第２回まちだとしょかん子どもまつり第２回まちだとしょかん子どもまつり

3月28日（木）～ 31日（日） 中央図書館、木曽山崎図書館

本はともだち本はともだち本はともだち本はともだち

日
問

場
中央図書館　728・8220　728・6160辺辺 返

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

受講生募集受講生募集受講生募集
2013年度通年・前期講座2013年度通年・前期講座2013年度通年・前期講座
まちだ市民大学ＨＡＴＳまちだ市民大学ＨＡＴＳまちだ市民大学ＨＡＴＳ

　町田の縄文から幕末までの歴史を学ぶ入門講
座です。
日４月２０日～７月１４日の土・日曜日、午前９時
４５分～正午（原則）、全１１回
定５０人
費３０００円

町田の郷土史Ⅰ～縄文から幕末まで（町田の郷土史Ⅰ～縄文から幕末まで（初初
受講者優先受講者優先））

　心と身体の整え方を学びます。
日４月２４日～６月２６日の水曜日、午前１０時～正
午、全９回
定６０人
費３０００円

「こころ」と「からだ」の健康「こころ」と「からだ」の健康学学
～健やかに生きるには（初受講者優先～健やかに生きるには（初受講者優先））

　４月以降に始まる市民大学講座の受講生を募集
します。
対市内在住、在勤、在学の原則、全回出席できる
方
場陶芸に関する講座＝陶芸スタジオ（下小山田
町）、それ以外＝原則として生涯学習センター
申受講したい講座を選んで（１人１講座のみ、申
込者本人の受講に限る）、３月１１日正午～４月８日
に電話でイベントダイヤル（辺辺７２４・５６５６）へ。
※いずれも抽選です。
問生涯学習センター辺辺７２８・００７１返７２８・００７３

講座申し込みのご案内

　日本と世界のナショナリズムを多角的に見直
し、平和と共存の道を考えます。
日５月９日～７月１１日の木曜日、午後７時～９
時（原則）、全９回
定１２０人 
費３０００円

まちだ市民国際学～今、あらためてナまちだ市民国際学～今、あらためてナシシ
ョナリズムを考えョナリズムを考えるる

　ｉＰＳ細胞研究等の科学や医療技術の発達が
抱える生命倫理について学びます。
日５月８日～７月２４日の水
曜日、午後７時～９時（原
則）、全１１回
定１００人
費３０００円

いのちと人権～自分らしく最期まで生いのちと人権～自分らしく最期まで生きき
るためるためにに

　初心者を対象に、陶芸の工程を一貫して学び
ます。
日４月１７日～７月３日の水曜日、午後１時３０分
～４時、全８回
定２４人
費１万５０００円

陶芸入門講座（初受講者対象陶芸入門講座（初受講者対象））

　初心者を対象に電動ロクロで作品を作った
り、やきもののリサイクルを学びます。
日５月１１日～７月１３日の土曜日、午後１時３０分
～４時、全５回
定１４人
費９０００円

陶芸電動ロクロ体験講座～地球にやさし陶芸 電動ロクロ体験講座～地球にやさしいい
やきもののリサイクル（初受講者優先やきもののリサイクル（初受講者優先））

　野外活動を中心に、自然保護の実情と活動に
ついて学びます。
日４月２１日～１２月１日の日曜日の日中、全１２回
定５０人
費３０００円

多摩丘陵の自然入多摩丘陵の自然入門門

　市内のエコ活動に取り組んでいる保全林・農
地・鶴見川等を訪ねて体験します。
日５月１１日～７月２７日の土・日
曜日の日中（初回のみ午後６時
～８時）、Aコース＝全７回、Bコ
ース＝全７回、ABコース全１０回
定３コース合計２４人
費各コース１０００円

まちだｄｅエコ・ツアー～わたしにもまちだｄｅエコ・ツアー～わたしにもでで
きる地域と地球に恩返きる地域と地球に恩返しし

　各講座の内容・講師等の詳細は生涯学習セン
ター、各市立図書館、各市民センター等で配布
している募集案内をご覧下さい（町田市ホーム
ページでダウンロードも可）。


